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論文審査の要旨

頚椎症性脊髄症 (CSM) は変性や不安定性により脊髄が圧迫され生じる疾患であり、

手術として椎弓形成術が行われるがその成績は術前の頚椎前膏角と関連しているとい

われている。術前評価として坐位頚椎中間位 XP を撮影することが一般的であるが、最

近では立位全脊椎XP (c1 avi c1e position) を撮影することも増えてきている。本研究では

これまで検討されていない両者の撮影肢位によるアライメント変化について、 CSM 症例

を用いて検証したものである。

手術を行った CSM の50例を対象として、頚椎前青、頭部の位置、第一胸椎の傾斜を

それぞれ計測し比較している。その結果、これまで姿勢により第一胸椎の傾斜と頚椎前

寄が減じると報告されていたが、全脊椎 XP では第一胸椎の傾斜が減じるにも関わらず

頚椎前寄は変化せず、代償として頭部が後傾することが明らかになった。頚椎前奇角は

術式を選択する上での重要な因子であり、撮影肢位による変化の同定は、 CSM 症例の診

断治療の一助となりうる貴重な研究と考える。

本研究によって坐位 XP と全脊椎 XP の撮影肢位による変化が明らかとなり、今後本

領域のさらなる発展に寄与するものと評価され、博士(医学)の学位に十分値する研究

であると認める。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与する

ところが大きいと言忍める。
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